
 

 

 

 

 

 

～ 作文紹介 ～ 
校内音楽会、ひびきあい音楽会について書いた子どもたちの作文です。 
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「に」げずに 
「し」んじて 

「かん」しゃして 
「き」ょうりょくする 
 

 

「ひびきあい音楽会」 
【１１/１５（土）ひびきあい音楽会後の感想文より】 

・音楽会がありました。トップバッターで、どきどきしました。ママ 

たちが目の前にいたのでどきどきしました。けど、友だちが「せい 

こうしようね」と言ってくれました。わたしもゆうきが出てきて、 

じょうずにえんそうすることにせいこうしました。たのしかった 

よ。【３年】 

・６ねんせいの「ライラック」がすごかったです。みんながよくしっているきょくです。わたしはミセス・

グリーンアップルがだいすきです。６ねんせいのがっそうはたのしかったです。がっそうのアロハ・エ・

コモ・マイをしました。さいしょはむずかしかったけど、れんしゅうをがんばったからじょうずにでき

ました。うれしかったです。【１年】 

・６年生の「ライラック」がすごく息が合っていて、いろんな楽器の音が合わさって、きれいな音になっ

ていて、とてもすごかったです。みんなに見られてきんちょうしたけど、みんな手びょうしをしてリズ

ムにのってくれて、わたしたちもえんそうしやすかったです。歌はみんな前を見て、しっかり聞いてく

れてよかったです。練習をいっぱいして、みんなにきいてもらえてよかったです。次の本番はもっとも

りあげたいです。【５年】 

・５ねんせいの「シング・シング・シング」がすごくがんばっていました。６ねんせいの「ライラック」

がすごくじょうずでした。２ねんせいの「がくえんてんごく」がこころがあったかくなりました。４ね

んせいの「たいようのサンバ」がよかったです。３ねんせいの「ゆめをかなえてドラえもん」がとって

もすごかったです。「メッセージ」は、はじめはかしをおぼえられなかったけど、ずっとれんしゅうし

たら、かしをおぼえてうたえるようになりました。「きらきらぼし」では、まえはひくおとがまちがっ

ていたけれど、ひけるようになりました。「アロハ・エ・コモ・マイ」では、まえはうまくひけなかっ

たけれど、ひけるようになりました。【１年】 

・１１月１５日に、ひびきあい音楽会と５０メートル走がありました。わたしたちのクラスは、プログラ

ム４番でした。さいしょは、きんちょうしたけど、歌ったりがっそう 

したりしているうちに楽しくなってきました。歌は、え顔の花がさく 

ようにでした。体いくかんいっぱいにひろがるような声を力いっぱい 

出しました。がっそうは、学園天国でした。しきしゃを見ながら、ま 

ちがえないようにがんばってえんそうしました。わたしも来年は３年 

生なので、３年のときは、リコーダーをがんばりたいです。【2 年】 

・人生で初めての音楽会がありました。「ゆめをかなえてドラえ 

もん」が一番心にのこりました。ぼくは、リコーダーをたんと 

うしました。さいしょのころは、音がうまくそろわなかったり、 

みんなの音の速さにおいつかなかったりして、思うようにふけ 

ませんでした。それでも、クラスのみんなときょう力して、毎 

日少しずつ練習をかさねるうちに、息の強さや指づかいのコツ 

が分かり、だんだんじしんがついてきました。本番の日、ステ 

ージに立つと、きんちょうしましたが、今までの練習を思い出 

し、落ちついてえんそうすることができました。曲のさいごま 

で、音がきれいにそろい、ほごしゃの方たちから、はくしゅを

もらえたときは、大きなたっせい感を感じました。初めての音楽会で学んだどりょくの大切さを、これか

らの学校生活にもいかしていきたいです。【３年】 


